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＜連絡事項＞

・10月16日(金)13：30～14：30に大規模災害訓練が実施されるため、その日のみ午後の

作業療法の開始時刻が14：30からに変更となります。終了時刻は普段同様16：00です。14：30にOT室が開きますのでそれに合わせて患者様の誘導をして下さい。

・転入者の生活支援シートの作成をして下さい。
・乾燥機の修繕が終わりましたので使用できるようになりました。
＜患者様連絡事項＞
・山田　晃大様～昨日より自己服薬開始となっています。朝食後薬は忘れず持参し服用しています。
・下斗米　悟様～13：00よりスタッフ付き添いにて外出しています。16：00問題なく帰院されています。
・中村　寿昭様～本日より自己服薬開始となります。
＜要注目患者様＞
・井上　和美様～相変わらず多弁さや独語、空笑見られていますが他患者様からの苦情はなくスタッフ対応穏やかです。日課も支障なく行っています。
・畑中　成夫様～OT、リハプロ最後まで参加されていますが、OTの際近くにいた他患者様とスタッフに「ここに座らないで。離れて。」と表情硬くし話されてることありました。トラブルに至ることはないですが潜在的に妄想がある為、精神症状の観察をしていきましょう。
・岡沼　和久様～夜間の睡眠時間が短くまとまって休めていない為、OT、リハプロは不参加しています。又腰痛もあり、それも不参加の理由にあげています。昨日の準夜帯から両前腕と背部、頚部の掻痒感があり掻いた痕があります。身体面、精神面での訴え多く聞かれています。
・十日市　利喜様～昨日準夜帯にて就床前薬を朝食後薬と間違えて服用しています。当直医へ報告し就床前薬から酸化マグネシウム(330)1T、ビベリデン塩酸塩錠(1)1Tを除き、ほかは通常通り服薬し除いた2錠を翌日の朝食後に服用する様にと指示を受けています。今朝は不調訴えや精神症状の変化はなく、指示通りに朝食後薬服用しています。
＜田名部Dr診察＞
・蕨　真理様～主治医の質問に淡々と返答しています。本人からの訴えはありませんでしたがやや表情硬さ見られています。
・中村　寿昭様～主治医より10/12(月)13：00～青明舎森氏と父様来院し今後について話し合いがあること伝えられ「へぇーそうなんですね。」と返答されています。自身の状態については「今が一番良いと自分では思っています。」「眠れているし体調も悪くないです。」と話されています。今後については自宅退院を希望しています。自己服薬は許可となっています。
・畑中　成夫様～「神様にだめだと言われる。」「女性スタッフと話しをした時に、さっき言ったことは正しかったのかとぐちぐち悩んでしまうんです。昔っからそう。小さい時から。」と話されています。又腰の向きが気になると話され、主治医よりレントゲンを撮ってみてはと提案あり了承してます。10/13腰椎X-P指示あります。
・高橋　伸治様～昨日嘔気あったこと主治医へ情報提供しています。本日は体調は悪くないと話されています。
・飯豊　信雄様～幻聴は軽度あるが気にならないと話されています。苛々感についてもないと話されています。
・高橋　義明様～主治医の質問に口調強く話すことあります。又「頸の処置しなかったら良かったでしょう。」と表情硬さ見られています。夜間の睡眠について眠れていると返答していますが、以前よりはまとまった睡眠とれていますが、中途覚醒あり、以前と同じ時間に起きて書き物をすることもあること情報提供しています。臨時薬はクアゼパム(15)1Tが就床前薬に追加となり他同内容で7日分処方となっています。

・岡沼　和久様～睡眠について、腰痛について、両前腕や背部・頚部の掻痒感について、今後について話しています。北病棟移動時他者に「もうすぐ退院だから北にいくんだ」と言われ不安になったと話されています。岡沼さんのADLや精神状態等を考慮し北病棟での療養が可能と判断されたこと、北病棟に来たからといってすぐに退院ではなく精神症状を安定させ退院に向けて支援していくこと主治医より話しています。「そうなんですね。すぐ退院しなきゃいけないのかと思ってたので安心しました。」と話されています。睡眠に対してはアミトリプチリン(10)1錠、腰痛に対してはロキソプロフェンNa(60)とエペリゾン(50)各1錠ずつ、毎食後で4日分、掻痒感に対してはオイラックスが1本処方となっています。
